
 

 

参考資料 １ 

第 12 次労働災害防止計画 機械災害防止対策部分 

 

製造段階での機械の安全対策の強化 

 

製造業では、依然として機械設備により障害を伴うような重篤な労働災害が多発しているこ

とに加え、小売業などでも食品加工機械等による労働災害が発生しているため、機械設備の本

質安全化を推進する。 

 

ａ 機械災害防止対策の推進（再掲） 

・機械災害が発生した事業場における原因の究明と機械設備の本質安全化を図るとともに、

機械設備の安全性に問題がある事案については、製造者等の機械設備の提供者による改善

を促進する。 

 

ｂ 機械の本質安全化の促進 

・機械の本質安全化を促進し、機械による労働災害をさらに減少させるためには、設計・製

造段階及び改造時のリスクアセスメントとリスク低減措置の実施や危険性等の通知の徹底

を図る必要があるため、労働現場で使用されるあらゆる機械設備について、製造者等の機

械設備の提供者に対する当該措置を強化する。 

・機械関連業界と連携して、機械の種類ごとの安全基準・規格を評価し、活用する仕組みの

構築を検討するとともに、一定水準の安全基準・規格が確保された機械の使用を推奨する。 

 

ｃ 機械災害の公表制度の導入 

・機械による労働災害情報をもとに、機械の重大な欠陥により、重篤な労働災害が発生し、

当該機械の販売先が特定できない等、同種災害を防止する必要がある場合は、発生した労

働災害の内容、機械の製造者名等の公表や、製造者による機械の回収・改善を図る制度を

検討する。 

・ユーザーによる使用方法に明らかに問題があり、製造段階で対処できないような事案につ

いては、誤った使用方法により発生する労働災害の事例を具体的に公表し、広く周知する

ことで同種災害を防止する。 

 

ｄ 機械等の技術基準の見直し 

・機械等による労働災害を防止するため、技術の進歩等に合わせて機械等の技術基準に関す

る労働安全衛生関係法令を見直す。また、構造規格等の技術基準を設定する際は、技術基

準の整合化等を促進するため、日本工業規格（JIS 規格）等を積極的に引用する。 


